
に
留
守
し
た
。
元
利
こ
年
家
老
と
な
。
、
寛
・
北
元
年
一
府
泊
四
に
奥
へ
た
ろ
部
十
語
、
容
市
町
十
二
編
、
将
一
編

一
年
七
且
四
目
的
時
成
の
知
行
係
分
を
以
て
、
二
千
五

一
い
て
、
上
中
山
に
現
す
る
一
支
誌
を
令
は
せ
上
回
川

文
永
旬
草
し
て
地
知
町
内
三
千
三
百
石
を
足
分
せ
ら

一
は
、
舜
水
文
集
に
故
せ
て
あ
る
o
山
内
夫
和
ご
年
を
百
行
(
五
百
討
典
力
知
u
h
T日限
は
り
、
人
持
組
に
加
へ

一
と
い
ひ
、
主
二
郎
宮
小
字
問
谷
に
て
、
訴
を
安
津
見

れ
、
向
前
後
町
民
賜
を
加

へ
て
一
一
瓜
四
千
四
百
荒
拾

一
以
て
、
必
品
目
妓
尤
録
二
金
世
抗
し
て
上
木
し
た
が
、

ら
れ
、
十
年
十
一

-月
日
五
H
加

m
k百
行
を
拝
観

一
小
字
坪
，
谷
内
に
設
す
る
矢
駄
川
を
併
せ
、
h
M
鋭
的

石
を
受
け
、
そ
の
内
百
五
拾
石
を
奥
力
知
と
し
た
。

一
一
応
の
綱
領
行
に
誌
と
似
と
に
あ
っ
た
。
主
た
別
染
し
、
イ
三
年
九
月
七
日
制
戸
に
於
い
て
お
年
前
を
命

一
北
方
に
司
F
っ
て
米
阿
川
に
介
し
て
ゐ
る
。
節
税
二
一

八
年
人
持
組
問
に
進
み
家
老
に
任
じ
、
こ
十
年
前
う

一
あ
っ
て
こ
、
に
泌
息
し
、
訴
水
路
に
佑
始
叫
ん
及
び
敏
ぜ
ら
れ
、
十
四
年
八
月
引
八
日
間
十
七
段
宇
一
以
て
回
目

一
粁
o
於
古
川
の
疏
域
は
土
地
低
〈
、
一

朝
昨
仲
間
に
際

て
退
老
し
、
一

部
四
百
平
石
を
嫡
孫
詰
に
、
そ

一
患
の
記
を
作
っ
た
。

一
し
た。

一
す
る
時
は
謀
の
欣
を
呈
し
、
獄
に
そ
の
葉
米
町

の
俄
二
千
石
を
次
子
叉
十
郎
易
点
、
千
石
を
滋
子
機

-

オ
歩
ム
ラ
ユ
キ
ヒ
デ

奥
村
徒
英
泊
抑
制
小
首

・
一

オ
ク
ム
ラ
リ
ュ
ウ
ォ
ン

奥
村
龍
晶
一
日
湖
町
制
元

一
川
の
水
勢
訟
な
る
た
め
排
問
そ
妨
げ
ら
れ
た
か
ら
、

之
助
庄
町
出
に
、
千
石
を
外
経
多
賀
拍
車
一
右
術
門
直
氏

一
中
昨
日
。
前
川
兵
押
印
の
子
で
奥
村
平
山
内
に
お
は
れ
た
も

一
'
町
内
一
宮
山
取
扱
本
来
誌
の
的
。
一
品

'H
m
mに
岱
ん
で

m
一
元
治
・
際
限
の
交

M
に
大
念
寺
か
ら
新
川
床
奇
聞
殺

に
分
か
ち
、
先
に
波
し
た
長
子
利
忠
が
別
に
受
け
た

一
の
。
品
開
二
千
六
百
沢
J
J
白
(
内
千
十
h
胤
心
力
知
〉
。
小

一
司
に
加
み
、
明
治
J
t
九
年
九

H
十
九
日
絞
、
六
十
九

一
週
水
さ
せ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
工
郡
の
完
品
川
で
な
か

千
石
を
易
英
の
路
日
料
と
し
た
が
、
同
年
十
二
且
廿

一一訟
御
城
番
勤
務
巾
安
永
八
年
四

H
凹

H
問
符
L
、
沢

一
段
。
法
名
位
祢
院。

一
っ
た
お
に
川
町
波

L
、
他
か
に
痕
跡
を
留
め
る
の
み
と

一
日
平
年
七
十
三
で
夜
。
法
践
を
政
光
院
傑
心
自
英

一
月
大
坂
で
話
加
へ
ら
れ
て
一
門
御
軒
以
と
な
り
、
九
年

一

オ
ク
ヤ
マ
奥
山

n泊
湖
町
市
郎
、
絞
掛
山
か

一
な
っ
て
ゐ
た
。
図
っ
て
明
治
三
十
六
年
六
月
於
白
川

日
士
と
い
ひ
、
野
間
山
に
四
日
ら
れ
た
。

一
回
且
四
日
能
殺
防
に
統
し
、
館
十
一
カ
人
扶
符
を
賜
ふ

一
ら
大
日
山
・ロ
士
潟
市
に
渡
る
一
的
、
勤
続
・山
巾
一

二
水
害
孫
防
組
合
を
組
織
し
、
大
百
四
年
一
丸
月
を
以
て

オ
タ
ム
ラ
ヤ
ス
ヒ
ロ
奥
村
、防
護
初
名
和
開。

一
べ
き
園
田
命
が
あ
b
、
八
月
什
一
日
そ
の
地
に
赴
い

↑
川
の
上
流
地
方
や
総
務
し
て
奥
山
と
い
ふ
。

一
高
節
の
ゴ
ゼ
の
下
か
ら
矢
駄
の
樋
川
橋
に
来
る
四
粁

通
総
多
宮
・悶
師
・安
岐
O

全
般
利
忠
の
子。

寛
永
四

一
た
o
時
に
四
十
四
円
以
O

天
明
六
年
七
月
十
一
』日
配
所

一

オ
ク
ヤ
マ
ガ
タ

奥
山
方

江
抑
制
で
滞
政
時
代

一
五
の
山
修
を
扱
っ
た
。

年
十
一
月
七
日
生
。
十
四
年
十
一

銭
の
時
前
倒
光
高

一
御山山
、
文
化
六
年
四
月
九
日
七
イ
三
保
守
以
て
問問。

一
に
山
巾
・下
谷
・
官
行
・
桁
川
町
・
風
符
・大
内
・
粘
抑
・毅

一

オ
コ
シ
カ
へ
シ

起
返
平
保
年
間
験
地
引
尚
の

に
仕
へ
て
侍
隠
と
な
b
、
二
十
年
十
七
歳
の
時
制
父

一
子
佐
川
均
敏
徳
、
平
和
ご
年
特
に
組
一
天
平
山
地
の
辿
跡
と

一
谷

-E什
・仮
，
下
・小
杉
・生
水
・九
符

-m，
谷
・
四
位
・
一
mrに
副
い
て
玲
践
が
あ
b
、
た
と
へ
川
流
・山
刷
が

易
英
の
後
を
裂
い
で
一
市
町
四
百
五
十
石
(
内
百
五
十

一
し
て
千
石
を
受
け
た
。

一
杉
，
水
・上
新
保
・
大
土
・今
治
-

H

岡村川
・
円
〈
砂
の
サ
一

二

あ
る
と
も
、
紛
糾
割
に
復
活
の
見
込
な
き
川
地
の
外
容

石
奥
力
知
)
を
受
け
た
。
泳
郎
元
年
家
老
と
な
り
、

一

オ
ヲ
ム
ラ
ユ

Z
ト
奥
村
弓
人

初
計
尚
之
助
。

一
村
荷
台
む
総
都
で
あ
っ
た
。
こ
の
加
で
は
古
来
の
郷

一
易
に
引
古
川
を
行
は
ぬ
方
針
と
し
、

一
時
の
荒
械
に
は

泌
治
=
一
年
入
持
組
頭
に
進
み
、
寛
文
九
年
二
千
石
を

一
六
三
郎
昌
義
の
子
。
天
保
・1
一
一年
川
市
月
新
訴
に
列

一
陀
れ
ぞ
失
っ
た
の
で
似
に
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。

一
村
お
の
減
少
青
秘
め
ず
、
再
び
耕
作
し
得
る
ま
で
鐙

加
賜
せ
ら
れ
、
併
せ
て
一
一
瓜
二
千
四
百
五
十
石
(
内

一
L
、
十
三
年
七
且
父
の
地
知
百
石
や
裂
い
だ
。
前
川

一

オ
タ
ヨ
シ
ダ

奥
吉
岡

山
鳥
川
町
川
保
に
闘
す

一
地
釘
米
h
k
下
附
し
、
村
民
脅
し
て
そ
の
開
拓
に
従
取

百
抗
十
石
奥
力
知
U

と
な
白
、
貞
享
=
一
年
大
年
併
に

一
陵
町
内
'
の
附
嗣
で
あ
っ
た
時
之
が
近
討
と
な
り
、
以
永

プ
令
部
消
。

一
せ
し
め
た
。
こ
の
こ
と
を
起
返
し
と
い
ふ
o
H
.
地
の

仰

b
、
四
年
六
且
八
日
夜
し
た
。
年
六
十
一

。
辿
釧

一
元
年
十

一
月
十
八
日
そ
の
江
戸
下
郎
に
挑
ん
だ
問
、

一

オ
ヲ
ヨ
シ
ダ
シ
ン
奥
吉
田
新
山
印
刷
州
日
川
川
保

一
起
返
に
つ
い
て
は
、
新
川
統
的
役
が
郭
ら
之
所
慨
鑓

に
依

b
、
mw砲
を
以
て
界
hJ
、
別
に
似
孤
知
附
俄
居

一
弓
人
命
を
受
け
て
白
鳥
脅
=
一四
十
川
の
泌
一き
に
射
、

一
に
邸
す
る
邸
前
。

一
す
る
の
任
に

m
b、
凶
作
怒
行
が
敗
慌
し
た
。

士
と
認
し
た
o
府
組
一
名
は
克
、
宇
は
附
俄
、
部
忠

一
大
に
そ
の
釘
僻
青
山
憎
た
。

一

オ
ヲ
ラ
ヤ
マ
御
蔽
山

石
川
山
林
郷
且
統
領
に

一

オ
コ
シ
ノ
ミ
ヤ
お
こ
し
の
宮

↓
オ
ウ
プ
ノ
ミ

文
は
京
協
と
蹴
し
、天
気
恨
蹄
位
、才
力
一
時
に
お
〈
、

一

オ
h
y
ム
ラ
ヨ
シ
ア
キ
奥
村
鑓
稔
加
白
滞
の
老

一
在
ろ
山
o
処
理明
白
三
州
芯
古
域
考
に
、
こ
L
は
沼
捜

一
ヤ
ジ
ソ
ジ
ヤ
憐
純
宮
跡
利
。

宋
阿
川
社
山
理
の
墜
に
志
L
、
器
削
の
嬰
士
林
組
・
木
下

一
臣
奥
村
氏
宗
家
の
第
九
代
。
修
古
の
嫡
男
。
征
江
r
元

一
政
親
の
裂
や
貯

オ
ク
l

オ
コ

O 
九


